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10月15自〈土〉愛援県立長誤高等学校で部活として活動している f註がこ

う求族館』のー費量関豊富日(毎月第三土曜日)にあわせて訪れることに。そ母

畿、昼金を挟んで FしもえEだ駅Jr翠串学校』へ寄与道をしながら母んびり
とした鯛会となった。

Al9時、中央公民館をメンパー3人で出発。本自由運転はTさん。お天気

にも恵まれ111内ICから大樹ICへ。その後、県道24号を長誤方面に向かう。車

中では、井戸端会議状襲賑やかな一時となった。講々と本をたたえた鉱JlIを

左に眺めながら予定よりも早く長浜高校ι到着。鶴館時間11時迄には1時開
弱あったので、商癌衝をぶらぶちすることにした。

まず、 f長浜しぐれjを求めて地元の人お勧めの鹿へ。各自主ヨ土産として

購入。初めて訪れた時の轄地を歩くのは物珍しく棄しいものである。鵡藷苦言

に行き当たるとあちこちに出賠が出ていて普段怯寂しい商臨欝がにぎわって

いる。カラー舗装された道から出並みと赤語〈長浜大犠〉が正面に見える。

楽長浜大様〈通称「蒜櫨J)は、一厳河mr肱JIIJの河口に架かる現役で
動く我が国最古の道路可動揺〈パスキュール=韓ね上げ式鉄鋼関鶴橋〉で、

平成26年12月10日、国の重要文化財に指定された。舟運か色陸上交通への転

換を調察し、昭和10年g月に県道輔として完成。延長232.3・、道路幅員5.5菌、

関間部分は延長 18.重量53.6tあり、中央自カウンターウェートの部分が一

種の分編、つまり、オモザの役目をして関関の作用を軽くする構造』こえEって

いて、 15馬力の電気モーターで麓働する。

昭和52年12月、交通量の増大と圏壊交通体系整舗の必要性から下識に長さ

333蔵、幅員 10置の新長浜大舗が完成。本来なら古い橋は撤去される母だが、

旧長浜町の要望により市民の生活道路として残された。夏には、イルミネー

ションで見事な朱住にライトアップされる。また、 「肱川あらしJ，こ吹かれ

る真紅の長浜大揺を求めて、県内外から多くの観光客が訪れるe現在は、日

曜日の午後1時から関関している。
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「魅m畠らしj と拡、秩から冬にかけて大輔市長誤の難問河口付近で夜開
から朝方にかけて措気が霧を伴って発生する強風のこと。晴れた自の朝、大

機盆地で語養された捨気が霊震を伴って韓m諮いを一気に諌れ出す。まさ』こ塞
の詰置か§掩れ出すJIIのようで奔流と立ってゴォーゴォーとうえE暫を畠げなが

ら時をのみ込んでいく壮大詰模様は、大自然の神識を感じずにiまいちれ設い。

長浜町の註翼連が肱mあらし予報構報を発信しているので参考にしてみて4ま
いかがでしょう g 臨時あらし予報会盟Phttp://開曹.arashi-na震aha臨網開醤楽

〈灘~畿は大掛子宮観光総合宣伝事業推進協議会発行 f長畏jより〉

第3土曜自午譲1時に開閉するとの情報を持っていたのでスケデュール的

に見られ語いと患っていたのだが、地元の入から11時に開閉されるとの情報

iこ早速、長浜大構へ向かったa 暫くするとメロディーが掩れ始め嬉序に関関

が始まった。写真広収めようと人々が集まってきた。 Hさん・ Tさんもカシ

ャと。私たち拡揺のたもとで見たのだが、橋の中央辺りの部分が開臨するむ

でその近くだと追力ある体験が出来るのかも。が、関関が見られただけでも

ラッキーだと思うことにしよう。

橋を畿に、商蕗欝から見えていた立事長な部宅が気』こなり尋ねてみた。

※国登鋸有形文化酎 F末永家住宅〈愛韓 百枯草毛麗敷)Jは、代々長浜で

闘譜業を営んでいた末永家の n日主屋(きゅうしゅおく)Jと「百帖鹿敷」
からなり、見学できる「百粘座敷Jの建築拡大正~昭和2年頃、入母寵造り

接瓦葺的建鞠で、 18畳の盛敷二関と 5畳の設の闘か品構成されている。掠の

聞のある部屋に試合書記Sこよる新上げ格天井が設けられていて洋風装飾誌ども

見られる。末永家の聾客用擁設だったと考えられ、地元の祭りや敬老会など

集会所としても利踊されていたと伝わる楽〈大洲市教育委員会発行資料より〉

実際は44畳、持故、百畳麗敷と呼ばれていたのか詰分からないが、かつて、

護り蕗下で茶室と繋がっていたそうで志々としたお屋敷だったのでそう呼ば

れたむかも?二階建ての n自主崖jは外観に見られる格子付憲・黒捧鴫の壁
ゃなまこ壁など、商家らしいたたずまいの建物だった。

f長浜水族館』開館時臨も過ぎていたので、長浜高校方面へ移動坦学校踊
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にあるパン麗さんに寄静道c 襲撃鞠パン ン

譲村真畏さんの著書的額が数枚護憲られている色

主と韓交か、あち翠いたも的で、

む入費支がたくさん鶴られていてもこれちも言語癌主と親交があち襲築したもお

だそうだ。長説的パン量さ

む患いで癌舗を畿にした。

与信二人母子羊家持品Bこ出会え、

長誤高設にλると、ニモ謀議のま童謡い母語畿を着た学生さん!こ出遮えら

くむを警告感i;紅た。私話{銘葉蔑見 3鱈プレゼントJTさ

さんでレア抵長誤謡jを引き当てた。建鞠内自こ誌露震に大勢Q)入伊露'Jl4fι臨むっ

ていた。クラゲの真薪しい本譜〈中村知事贈呈〉を正麗自こ見詰

義援 F長誤本藤童書j ~立、題毒事費瑚年、長義高校的北襲撃に囲麗麗鉛

時むシンボルとして、時誌に愛される議設fさった。しかし、

E苦手1J61年に震書館。埼走族費量を謹話させたいと平成11年に譲生した(})

がつくる f長誤まち誌み本嬢鱒jで、離や事霊童詩?の更駐車撃をネットワークで

結E人鞠金持を本意義轄にしてしまうという露難錦之主車交離で、その中藤として

技内に F長誤本議室露Jが譲草生した日

本議館書露 CI自密室長科学童喜〉鵠宮長誤本譲鑑J(}J運営を中品に謡重量する

護者で、活動母前半結額三塁本舗母管室童、畿半誌、タマノミ草壁@イベント

究議どに分かれ謡畿をしている g 持応力を入試でいる的誌タマノミ警護

離と謀議室、そして親提唱夏体みに誌、主主主義轄で岱実習や高知@持舗でお欝査

合寵ts.ども仔っている由
本藤童書で出費業として母、 1年生全異議官学ぶマザンアタアザウム 1"1 

lつ的本轄を持ち、議善的生き書籍を鰯膏し誌がら豊かえE自然観を曹む。

鏑膏時基本、地元(}J魚、サン 語、地譲環境註ど鍾主主く学んでいる。

2 .. 3 年むき言望者が学ぷマ唄ンアタアザウム 20 議的生~鞠Q)

テーマに課題講究を行う c こ紅までにタマ/ミ襲、タツノオトシゴ、フテラ

ホゴン、サンゴなど的繋薙3こ草案Z語。主主き鞠額手(})高野究を還して命的尊さと

学的誌事尊師晃方を学んでいる由

3年で希望者が学ぷ霊童軒草野究也 l年を遥して課題重野ヲ撃を仔い成果
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まとめ学会話どで発表するむ一連む学習を通して、論理鵠露、考や表翼方など

を育む。霊童文拡コンクーんに出品しも

て〉など襲警かしい草堂喪を較めている。警警

〈楽~ 暫〉

" き

麓示室〈夕、マ/ミ Bこもニモ レンジート昌

一等、護露骨きだ 十薄いアタア

もそ紅ぞ託、翌遊星雲重量でたくさん母 ることで楽しみ;方も色々

る話ど由小さい子議達も雪

作争的費軒が話斉藤しと譲示しておるo

っていた〉麓下にも手

メ@メダカ@エぜ等のJ壊、

ジョーズタッチ〈サメとエイ的プナJl今、長高タッチ〈タッチン

等もある。この自時、地元の人が斡ってきた体長怒臨よある

のヒレが美しいホウボウ等が麗曾ち紅た号、者五設売賠で誌、先縫ど訪ねたパ

ン露さんが持った「本室長童露呈?哲三Fナルパンjが嬢売されていた争、論議害警蕃

翠品本室長韓む主義さを十分に棄しませてもちったq 駐車場号差出る襲警にも学生さ

ザ見送静をする議子に気持ち母長いきお

三与、長誤高綾号を鐙;こした申

母金堂で墨金をZ欝き、し認しの体重量月そ

ち露遭

って宮本一議筆記近し

きをしのいた、号、

へ窃か

に建

として知ら説、多く

出塁突言語やテレピのロケ鵠〈古く誌露さんも近年で詰 fHE OJ 、青春時鵠

持母ポ文ターにも 3境霊堂議〉と諮った章義人選更である Fしも草子芝、寂j的人暫口

を謙す。擁護霊Bこも一瞬編成の替選期車窓宅需主撃していたのでfこど雪着くこと

できた。播孟母住民母皆さんがこo鑑を語れる人達〈北議選から搾議題的人々、

的人々も〉をもて註すため季鯖的諮者離え譲信義も釘き騒いているむ震舎

の中iこ時語れた人々母そ軌ぞれ的態いをしたためた訳出時/ート ifi轟かれて

いる。最近で誌、関自民 Fドキュメント時開 講だむ小さ恕駿jで離静

品紅、警霊光興章子研予議選も揚がた与j もこ的塁突に需主撃をすると襲警いてい
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る。プラットホーム的ベンチに腰を下ろし、ただ講を、運が農サれiまfタヨ

百選jの夕日を醜晶、{専か心的重しを下ろし嬬って行く人もいるむだろう

などと患いつつ艇を畿にした。

道路拾い;こある癌舗でじゃこ天を購入し、葉遣 221号を走り『翠小学鞍j

を自指す。映画「輯光桜jのロケ地として有名に詰った場訴。残念誌がら土

曜日的午後部校躍は誰もいず、問の欄越に赤麗棋の木造技舎を見るだけとえE

った申以前知人が訪れた際、墨体み申だった的で韓長先生が招き入れてくれ、

掃除の行き届いた校舎内の見学ができ、子供達で全ての揺騰をしているのだ

と話されていたそうだ。部会からの移住者Eこより少し児童の霊堂が増えている

らしい。地域的普で腸サ合ってこ的学校を守っているのだろう。

こうして色々な場所を避与ながら、天気にも恵まれ、東量甫へ(J)婦路に麓

Tさん、運転お壷れ様でした。 (ι盟〉いた。

議idJ翠さん
iAii科学222芝思暗
号31!?i1iiijき!??2A1
iidl長時時!??iヰzi
ifizi者説33穫量Z告
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i11月例会報告i
11月日目、会員 4名で鬼北町の NPO法人「ひだまり工房jを見学しました。ここ

は「障害のある方とご家族が、鬼北町で生き甲斐や働き申斐を持てる居場所を提供するJ

という目的で平成22年に NPOとして認証されました。

ここでは障害のある方の可能性を広げ、社会でのステージを向上するために次のよう

な様々全取り組みが行われていました。

①手作ち菜宴あう(お弁当専用)

②手作事菜宴あう(レストラン〉

③ 「雑貨ノ{-ティj手作り雑貨製作・販売

④ 「みもざパン屋」パン製造@販売

⑤放課後等デイサーピス fこどものおうちパーティ j

⑥シェアハウスみもざ

⑦相談支援事業所 f叶うJ

代表の方は障害兜を持つ親として'決して一人でiまないということ，働くことを前

提に育てることが必要だということ・健常者との区切容はまいのだということ等、ひろ

く人々に伝えたいと言われていました。私達は 1時間ほどお話を聞いて②のレストラン

で食事をし、⑥のパン屋さんでお土産を買って帰ってきました。代表の方のエネルギツ

シュで明るいお人柄に心が過かくなりました。 (K.K) 

I12月例会報告|

12月13日林宅で例会を行いました。参加者は5名。 K.Kさんを中心に作成販売し

た本『蝶のくる庭jの報告、今後は麗河博物館においてもらっている分を細々と販売す

るということ、また、林宅に大量保管していたくらしの学習会が泉を守るために作成し

た、今やかな 9様相を変えてしまった三ケ村泉の絵葉書、会報50号の時に作成販売し

たジャコウアゲノ、の絵葉書の在庫を処分することにしました。三ケ村泉の絵葉書は、図

書館でほしい人に自出に持ち帰ってもらうことにしました。ジャコウアゲハの絵葉書は、

会員で分けました。

その後、上林の家庭料理レストランで忘年会をしましたc 天気は今いちでしたが、皿

ケ蜂や畑を借景にのんびり皆でおしゃべ号、お食事、デザートを楽しみました。 (T.H)
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ある会員との出会い

2011年3月11日"'-'31日の関、くらしの学習会が f蝶のくる庭 ~庭で楽

しむジャコウアゲハ.......Jのパネル展を中央公民館で、開催した。その時に、声

をかけて下さったのが、 A.N氏との出会いだった。

ノートには、~"'，""，-，蝶の生活形には特異なものが多く興味の尽きないもの。

また、羽化するときの感動は何ものにも代えがたいものがあります。このよ

うな中でこれだけ写体を捉えたことに敬意を払います。絵ノ、ガキのジャコウ

アゲ、ハ良いで、すね，...，.，"'-')>と感想文を書いて下さったO

早速、 4月の例会に来ていただき、お話を開く機会を得た。その時、島根

大学(国立大学法人)学長特任講師の名刺をいただいた。愛媛県緑化セン

ター(現森の交流センター)の所長をしていた当時、環境に配慮した植物公

園の設立に尽力されたこと、渡り蝶の「アサギマダラjのマーキングをし、

生体の研究をされたこと、丹原町来見には名桜「陽春jの原木があり、また

f平和の使者陽光桜jの話など、私たちの住む近くの情報は興味深かった。

後日、くらしの学習会の希望者に「フジバカマjの苗をいただいた。

或る目、散歩しているA.N氏にばったりお会いした。近所の空き地や我

家の庭でウマノスズクサを植え、ジャコウアゲハを育てている所をみてもら

った。まだまだ暑い時期で、畑で育てた赤紫蘇ジュースをお出しした所大変

喜んで下さり、ぜひレシピが欲しいと。「ぜひとも家へも。Jということで、

会員のK'Kさんとお訪ねした。早速奥様がジュースをご馳走して下さった。

くらしの学習会の会報 f井戸端だよりj第81号から、趣味の短歌を毎号投

稿して下さるようになった。ご家族をはじめ、昆虫・小さな生き物・植物な

どに優しい眼差しが向けられていた。

その会報を毎号お届けした。奥様が「お父さん、 Kさんよ。jと奥へ声をか

けると、裏庭から作業服姿でひょっこり顔を出し、しばらく庭を眺めながら

立ち話をしていた。帰り際には北海道出身だ、という奥様から珍しいものを「お

すそわけよ。jとよくいただいた。何度か伺ううちに「庭木の整理をしている。J

と大きな木が少なくなっていった。でも、道端の数個のプランターには、折々

の花を咲かせていて、道行く人達の笑顔が浮かんで、くるようだった。

そして、我が家から株分けしたワマノスズクサが玄関わきの日当りのいい

場所に根付き、蔓がかなり茂った頃、持って行ったジャコウアゲハの幼虫が

8 



羽化し「卵を産み付けたJf20頭以上成患になったj とメーノレが入ったこと

もあった。その外、カブトムシ・鈴虫の飼育もされていたようだ。

短歌の内容から、お加減が悪いのだなと思っていた。でも「元気です。jr外
来で対処しています。jということだったのであまり重くは受け止めていなか

った。

9月、会報「井戸端だより 95号jが出来上がり持参した。奥様が慌てた様

子で玄関に出てきた。 f今、病院から電話があり主人が危篤だと!J 

翌日、新開の言ト報欄で、お名前を見つけた。 2016.9.22投 満70歳

9月1113と原稿締め切り日をお知らせすると、8月初日には短歌10首が

ファックスで届いた。添え書きがあった。

《私は病人ですが元気です。こんな表現も許されるかも?外来治療で半年を

越えました。今や、生涯現役でなく病気と付き合いながら元気で、日常を配偶

者と過ごせたら幸せというものでしょう。私は、生物を友として過ごすこと

にします。生物の多様性を考えながら科学の進歩まで見据えて、なまじ虚し

く他方楽しく生き甲斐に「花咲か爺Jとなって道行く人々の癒しの一助とな

れば望外の喜びです。いま、たちまちの自標は f私流花暦j を3ヵ年くらい

かけて仕上げてみたいと思っております。》と。

告別式で9 お孫さんはおじいちゃんの遺影に呼びかけた。

おじいちゃん、いつもおさんぼにつれていってくれてありがとう。

こうえんであそんでくれてありがとう。

にわでおはなのことをいっぱいおしえてくれでありがとう。

てんごくへいってもわたしのことをみまもっていてください。

7識のお孫さんは「私も言いたいJ と自分から進み出たそうだ。

A.N氏から頂いた「フジバカマJが、今年もたくさんの花を咲かせてい

る。いい匂いが漂い始めた。今年初めて「アサギマダラjが2頭飛んできた。

しばらく経って、お渡しできなかった「井戸端だより 95号jを仏前にお供

えしてきた。笑顔の遺影が迎えて下さった。

(8 . K) 
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画
くらしの学習会会報井戸端だより第 25号掲載出会い塾講師としてお世話になった犬伏武彦

先生が、 12月 10日にお亡くなりになりました。ご冥福をお祈りします。(詳細は愛媛新聞切り抜

き参照)
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生きることは大仕事

平成28年7月29日午前1時31分、婦が 96才で黄泉の国へ旅立ちました。大正

に生まれて、激動の昭和を生き、平成の世になっても働きづくめの人生でした。私

とは 18才違いで母のような存在でした。今回入院して 1週間で逝ってしまい、あま

りの慌ただしさに心痛みますが、天寿を全うしての大往生で、あったと思います。

私が5才の時、日本専売公社(タバコ)の人と結婚し満州へ護ったので、幼い時

の思い出はあまり覚えておりません。子供もなく体の弱い婦でしたが、命からがら

義兄より一足先に引き揚げてきました。そして邸才まで 1人でタバコ屈を営んでお

りましたが、齢と共に独麿に不安を抱いたようです。了度その時、病院に併設され

た「シノレバーレジデンスj という老人マンションが新築されたという情報が入り、

第 1号で入所しました。私は住み慣れた所が一番だと、転居には反対で、したが、今

では良い選択だったと思っています。

最初はさびしいのか、島流しにあったようだ等と言っておりましたが、女学校の

後輩の方達も入居され、新しい環境にも横れ次第に暁るい顔になりホッとしました。

お風呂も 1人で入札洗濯も機械で乾燥までして、ヘルパーさんは適2回、掃除機

が重たいので助けてもらうのと、買物だけ頼んでいました。適3由来てもらうよう

にしたらと言うと f時間がかかっても、自分のことだ、から少しずつでも努力して自

分のことは自分でするJと、 37キロの体重で最後まで要支援2で頑張りました。

こうして最後までボケないでトイレに行ける人生を送ることができたのは、週刊

文春や新聞を読み、 94才の時、終戦特集に「薄れゆく思い出j として愛媛新聞に掲

載されたり、常に社会に自を向けることを忘れなかったせいでしょうか。 18年後の

私にはとても出来そうにはありませんが、目標にしたいと患っています。それと、

デイサーピスに行くのを嫌がった姉が、書道のある日には進んで行き、気が向いた

ら平日でも練習して、 3重丸がつくと嬉しそうに見せてくれたこと。中園田で優秀

賞に選ばれた時「お歳のせいで選ばれたのじゃない?J と言うと、ご機嫌斜めで、し

た。体にf以合わぬ力強い字 f迎春Jを書いており掛け軸にしてくれたので実家に掛

けています。又お茶の好きな姉は、夏はサイダーや梅酒を入れた水羊糞を作り待っ

ていてくれました。顔を見ると、氷を入れたお煎茶と共に、出してくれたものです。

そんな気丈な婦も人間としての年齢には勝てず、今年に入って「患が痛い eのど

が矯い・自が見えにくい@補聴器をつけても調子が悪いj と言うようになりました。
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「静江も 96才になったら分かるよ『生きる』ということは大仕事よj、 「イ可も悪い

ことをしていないのに、なぜお迎えが来ないのかなjなどと弱音をはくようになり

ました。

苑の3目前、博行・芳治・奏晴(弟たち)がこっち向いて居たのJと言うので「良

かったね、皆んなに会えてj と言うと、何か言いたそうにしたので、あの事だと気

づき、顔をくっつけて抱いてあげ、耳もとで「姉さんは柴田家のお墓に入ろうね。

ご先祖さまと一緒にお茶湯するからねj と言うと「ああ良かった。私の位牌はどこ

に入るのかと心配してたのj と言い「私はこれでお終いj と言って両手を合わせ、

横にーの字を書くように開いて眠与に落ちました。

姉は仏式で葬儀をすると後のお祭りが大変だから、洗礼を受けてキリスト教でし

ょうかなどと言っていましたが、私が「死んだ後の事は、生きている者のっとめだ

から任せてJと言って、はっきりした返事をしていなかったのです。今まで通り菩

提寺である宗光寺のお世話になり近親者のみで黄泉の圏へ送りました。

金曜(午前1時31分死亡)、土曜(通夜)、自曜(葬儀)と皆、会社を休む事も

無く集まる事ができ、姉を偲び有意義な時を過ごすことができました。

姉が莞iこ向かつて龍こした行動

-白菊会に入会し献体しようとしたが兄弟の同意が得られず断念する。

(親族2人の保証人がいる)

-公正証書遺言を八幡浜公証役場にて作成する。

近親者全員に心くばりがあり、姉のやさしさに触れました。

-尊厳死宣言書を兄弟に見せ、主治医にも話していた。

延命治療はいっさい行われず、痛みだけ緩和された。

-葬儀について

香典は誰からも受け取らないで下さい。子供がないので私で終わりです。近親者の

みで行い、なごやかに送って下さいと書いてありました。写真は黒枠で作つであり

ましたc 本当は仏式でしたかったけど、私が大変だ、と思って迷ったのでしょう。今

は安らかに眠っている事でしょう。

13 
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プーんがなく、私たちが6年生の時に

、小学校の授業では、水泳iまなかっ
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を動おて

ほととぎす治意寿永の鶴田母三十にして経よます寺

、β僻

'-
J.. ことであった。 高倉天皇の中宮である。 A

しかしその長い黒髪は、離方源氏の海を

得喪した後弓手伝によれ法、 36歳で生

ロの大療の塁での醸接、かの寂光院の接らに結ん

歳の幼帝安智、天皇lこ;大し

撞く熊手iこ引っ掛かる。

濯を関じる。そ

だ躍であった。亡

ノ

う倍々 で、あっ

この悲しい女性の麗史悲話が、いかようにであろう

京都大原三千院、恋に離れた女がひとり。

は?と。 いた。

さて、 を書きたくてベンを執っ

され、永六輔の f女ひとりJ、

る名歌としてなったので

し百喝。 は又一段

と空気は澄み、比叡のふもと、広がる山地と毘関i立、どこを患っても絵葉書になる。ハ

ツと呂を引し可たのは、騒光にさ号える広い紫蘇婚であった。列も整然と幾鯨も長く続いて

いる。まだ鑑く幼い紫蘇ながら、その邑彩はかえって鮮やかである。諒しい山監の撤握誌

に、柔らかい事紫の葉がにそよいで止まぬ。私はこれが見たかったのだ。こ

のものを大黒に求め試しないと。この色彩が、数ある京讃物の中でも代表格のしば漬の

美しい色になってゆくのだと患った。立並ぶ土産産;ましば遣しiま漬。私はここ大東に来

るまで、

を少しなちとも

生委などを漬け、

ょうj と。大原産のし

大原の地は仏教の声明でも

えられないことを詫びたい。

紫蘇熔の包う

よち辺地に来

、若帯、土

、「紫葉?賓と時びまし

と警かれることになったと O

ある。音楽についても全くの素人で、ょく伝



雑感

毎年患うことですが、あっという需に今年も終わろうとしています。

順番とは言え気楽に引き受けてしまった今年度の嬬入会の仕事。

夏から娩秋のおよそ半年間は、私の最も苦手とする届踊り押を 5つも覚えること

になり、寝ても覚めても韓りの事が顕を離れませんでした。右と言われると左に、

左と言われると右に身体が動いてしまう私は、その度に穣てて軌道鯵正。患の裏に

いくつものマメを育てることになってしまいました。

心配していた十五夜祭の段取りも斑の皆の手助けのおかげで街とか必要なものを

無事そろえることが出来ました。前日から支度にかかりましたが、作号始めると、

何と手際の長いこと。流れるような仕事ぷりは見ていて龍、れ棒、れしてしまいました。

お供え物のお花は花瓶ではなく一升瓶に活けること、塁王芋や甘藷はセキナムンと

呼ばれる東温市ではジョレンと呼んでいた穀類の選別用農具(箕)に皇室り付ける、な

ど初めて知ることに吃驚もしました。セキナムンは古くからのお家の方に拝信しま

した。最近では綾でもセキナムンを持っている家は少なくなったそうです。

ススキやハギを活けた一升瓶を毘て「酒瓶なんかに活けて。誰か花棋を持ってこ

んのかj と肱いている男性役員がいました。彼もきっと他所から移住した人なので

しょう。

綾の暮らしに根付く文化や墜史の一端を知る良い機会になりました。

此方での生活も 8年目に入札解っていると患っていたこともいさ事やってみると

解らないことばかりで右往左往する私を、時にはからかいながらも、縮かく、でも、

さりげなく昌記りし、適拐なアドバイスをしつつ受け入れて下さった地区の皆さん

に感謝です。

夏には私の不注意から高齢の飼い犬の大五郎が熱中症になってしまいました。

秋態と共に少しずつ毘復し、少し安心していた頃、食いしん坊の杏が食欲不振に
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;立有りま

く、買い物がることてもで。河口きな時に、家から

増えても重たくない。

ウォーキングはする 1てしまいました。

それが、可の構造上、車
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一度手にしたら、手放せなし

もと生活できそうもないという

よほどの覚悟がないと

戸、

車に

くはないの

です。

して未だ運転して
し泊

三さえ、していると自

いるの

家から徒歩で数分のところにパスイ亭があ号

ぃ νでも、車を手放しても生活できると

、おっ越してきてみるとパス捧が無くなっていま

ターンすることになっていたのです。我が家iま

したことが原因の議

し今の岳宅を終の棲家と

あちますが、

た場所で

した。我が家から

綾の大吊橋への途

です。

1 

もしれこっているのこるべくしドライパーによる

ません。

役場の投書籍にコミュニティーパス導入の要望書を投麗しましたが、綾町はタク

シー券を配布しているので、それで長いと考えているようです。現実に、タクシー

券を科舟している方にお話を問うと、タクシーの合数が少ないので、なかなか利黒

できないとのことです。

らは解放されることが予想される来年慶、徐々に徒歩とパ

してみようと患っています。少しずつs慣れておかなくては免許証

生活が成ち立たなくなりま

と顔い追い求めた結果、楽の後に

しさ今年のよう

スでの寅し

返執が現実のもの

より快適に、 のです。ってし

G つ



今年も終わりに近づき、矢継ぎ早に 11月4臣、 TPP承認案が可決され、 11月15

日、安全保障関連j去に基づいて、高スーダンの菌連平和維持活動(PKO)に派遣する

自衛勝に駆けつけ警護の任務を付与することを閣議決定し、 12月 15目、カジノを

含む統合型リゾート推進法案が可決成立しました。

政権与党に吃驚するほど多くの議席を与えたのですから、何を可決成立させても

驚きはしません。でも、何故、これほどまでに急ぐのでしょう。私達の留を、生活

を、どのような方向に持って行きたいのか説明位してくれれほ員いのに、と患いま

す。与党、特に総理の説暁は常にはぐらかされているような感じがしてしまいます。

済崩し的に何かとんでもない所に連れて行かれるのでは、と、勘ぐりたくなってし

まいます。

忙しかった今年は今までのように時間を気にせず家の罵りの鳥や昆虫、植物を求

めてウロウロすることが出来なかったので、それが少し残金でしたっ

それでも、富宅農で小さなアイナエを、近所ではもっと小さなザクロソウを、そ

して可憐なマルパツユクサやアメジカイヌホオズキを見つけることが出来ました。

烏からの贈り物のカラスザンショウが今年初めて悲を付け、今は黒い実が訳出出

来ています。

紅葉狩りには出掛けることが出来ませんでしたが、2本ある庭のナンキンハゼの Z

本が、実は付けませんでしたが、葉は美しく色付きました。もう 1本は色付く前に

葉を落としてしまいましたが、岳い実を沢山付けています。両親を見送った後、呉

の衝でぼんやりと伶んだ私の傍で白い実を真赤なりポンで束ねたようなナンキンハ

ゼ、の美しさに慰められた 14年前。その実を拾って育てたナンキンハゼで、す。あの

姿をもう一度見たいと患っています。

今年は、まだまだ¥葉を付けている木が多く、様々な鳥たちのお喋りは聞こえて

もなかなか姿を見られないのが残念ですが、庭のイチョウでジョウピタキが遊び、

裏の木立の杉の木のてっぺんにイカノレがとまり、綾甫)11上空を、護物を探してミサ

ゴが旋回し、近所のまだ蕎の横いツバキに沢山のメジロが群れ、お隣のエノキには

位しそうに技から枝へ飛び移るエナガらしき鳥の姿が有り、近くから、遠くからヤ

マガラやシジュウカラの独特な鳴き声も関こえてきます。

来年はどんな年になるのでしょう。穏やかな日々を顔っています。(.瓦0.)
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-総会のお知らせ

総会は、 1月間自(火)午前日時~林宅で行います。 2016年度会計報告、

活動報告、 2017年度活動計画など話し合います。

また、総会終了後はささやかな新年会です。多くの方のご参加をお待ちしており

ます。

くらしの学習会では、髄時会員を募集しています。

活動会員 2000円/年 購読会員 1000円/年

振込先日産番号(郵便局) くらしの学習会 01610-5-21026

問い合わせ先 TELlFAX 089-964-6956 (林)

E噛 ail:担金鮭控hi(亭niftvぬ m

編集後記

言卜報が続く中、私事ですが今年は我が家にとっては最高に幸せな1年でしたc待ちに待った

初孫の顔を見ることができたのです。 9月19日に自然分娩 3060gで生まれた元気な男の子で

す。何とその親たちの1年前の結婚式の自に狙ったようにお昌見えしました。母親もやはりその

両親の結婚式の自に生まれたそうですから、何か不思議な縁を感じます。

生まれた次の日に飛行機に乗って会いに行きましたが、何と台風の影響で飛行機が飛ぶか

どうか心配な中、台風の関をぬうようにしてたどり着き、無事御対話を果たしました。初めて抱い

た孫は小さくて、泣き声もまだ弱々しい感乙でしたが、その後、お七夜で再び会ったときは、力

強い泣き声で、手足の動きも活発になっていましたo一通関でこんなに成長するのかと離れて

いるせいか痛く感心しました。 1か月後、お宮参りにも行きました。父親調jの母親ということで、

彼を抱き、着物を肩から掛けて御祈祷を受けました。よく大声で泣くようになっていたので、御

祈祷の開大丈夫かと心配しましたが、いい子にしてくれてホッとしました。時折送られてくる写

真をプリントアウトして、毎日眺めてはニヤリとしています。次はお食い初めに会いに行きます。

今年もお世話になりました。来年も何とぞよろしくお願いします。

皆さまのご健康と多幸を心よりお軒りします。
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